
　三島に根を下ろして迎えた新しい10年は、ラジオＥＡＳＴの
放送開始とともにスタートする。広い視野と多彩なノウハウを
備えた企画集団としてボーダーレスな活動を指向しつつも、地
域社会にも目を向け始めた10年間を象徴する出来事だ。
　そして、シードの発展史における最大のエポックともいえる
１９９７年が訪れる。４月24日、サントムーン柿田川のオープン
だ。今なお発展を続ける静岡県東部のにぎわいの核の誕生
である。プロジェクトへの着手は創業時まで遡る。幾度となく

壁にぶつかりプラン変更を余儀なくされながらも、西島社長が
粘り強くプロジェクトを牽引し、全社一丸となって持てるノウハ
ウを結集させて、大輪の花を咲かせた。そしてシードは「複合
商業施設の総合プロデュース」という独壇場を手に入れる。
　１９９９年のウェルディ長泉、翌年の静岡ＦＩＶＥ-Ｊ、２００２
年の富士急百貨店、２００４年の三島タワーズショップ、さら
に２００５年の富士吉田Ｑ-ＳＴＡと、ＳＣの新設あるいは再生
プロジェクトはコンスタントに続き、シードは卓越したＳＣプロ

デュース企業としての地歩を固めていく。同時にまちのにぎわ
い再生を通じて、地域社会における評価も着実に高まって
いった。
　一方、営業企画部門では、電通グループとの協働による自
治体大型イベントやキャンペーンへの取り組みが相次いだ。そ
してこれらの仕事も、地域社会へとつながる。大きな契機と
なったのが伊豆新世紀創造祭であり、伊豆一円の市町村の
イベントプロデュースにメンバーが奔走した。

　さらに21世紀の幕開けには地元三島市で、静岡県東海道
四〇〇年祭東部拠点事業を開催。現在も関係が深い自治
体の多くが、この時期に関係が生まれた、あるいは強化された
自治体である。この後、ファルマバレープロジェクトのサポート
などを通じて、自治体との関係性はより強まっていく。
　着実な業務の拡大に併せて組織も設備も拡充していく。三
島本社では２０００年から断続的に拡張工事を続け、２００５
年、20周年の節目に現在の本社のカタチが整う。


